
事業の流れ

肝 付 町 森 林 炭 素
マイレージ交付金

■お問い合わせ先
肝付町役場 林務⽔産課   ☎ 0994（67）4513
⿅児島県⽊造住宅推進協議会 ☎ 099（224）4539

 肝付町では地球温暖化防⽌への認識を深め、かごしま材の利
⽤を推進するため、かごしま材を使って、かごしま緑の⼯務店
が町内に建築した住居⽤⽊造新築住宅の建築主に対して、交付
⾦を⽀給します。

■認証要件
 ・かごしま材を使っていること
   県内の森林から⽣産され、県内の製材所等で加⼯され

た⽊材
 ・かごしま緑の⼯務店が建築していること
   かごしま材を使って積極的に家づくりに取り組む⼯務店

として県に登録されている事業所
 ・住宅⽤⽊造新築住宅であること
   令和２年４⽉１⽇以降に完成した住宅で、かごしま材

の使⽤料が 10 ㎡以上
■対象者
  上記要件に当てはまる住宅を建築した建築主
■交付額
   LED 照明、庭⽊、⽊製品等の交付対象経費、認定を受

けた CO2 固定量（１t 当り 4,500 円）のいずれか低い
⽅の額

建築主・
緑の⼯務店

申請窓⼝
（⿅児島県⽊造住

宅推進協議会）
市町村
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申請の受付

②認定書の交付認定書の受理

③交付⾦の申請
 （使途報告）

④交付⾦の⽀給交付⾦の受理

① CO2 固定量
認証申請の提出

申請の受理
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▲  畜産農家の有⾺和海さん 
けいこさんご夫婦

▲  畜産農家の園⽥幸治さん 
光⼦さんご夫婦


